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JMANHMを用い た降灰再現実験：2011 年 1月 26・27 日新燃岳噴火
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Tephra 　Fan 　Sim 齟且ation 　with 　JMANHM ：The 　Eruptions 　at 　Mt 　Shi皿 moe −dake 　duri皿 g　26−27　January 　2011

　　　　　　　　 Akih亘ro 　Hash 丘moto （MRI ），　Toshiki　Shimbori（MR 亘），
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1．はじめに

　 火 山 噴火 に ともなう火 山灰 輸送 お よ び 降灰 分布 特 性 を 調

べ るため に、気 象 研 究 所で は 気 象 庁 非 静力 学 モ デル をもとに

噴煙
一降灰 モ デル を開 発 して い る。

2011 年 1 月 26 日か ら 27

日に か けて の 霧 島山新燃 岳噴火 に ともなう降灰 再 現 実験を行

い 、モ デル の 性能を検証した結果を報告する。

2．噴煙
一
降灰モデル

　気 象庁 非静力 学モ デル （JMANHM ）を基 に 開発 中の 噴煙
一

降灰 モ デ ル は、6種類 の 水物質 （水蒸気・雲粒・雨 滴 ・氷
晶・雪片 ・霰）に加えて 、粒径別火 山灰 （4種）、お よび 、液体・

固 体 水 物 質 内 に 取 り込 まれ た火 山 灰 の 予 報 方 程 式 を持 っ て

い る （Hashirnoto　et　ai．，　V159 −PO26，　JpGU2009 ）。火 山灰 は、
火 口 上 鉛直

一
次 元 の 放 出 源 か ら、噴煙柱 モ デル （SuzUki，

1983，Shimbori　et 　al．，201  ）に よっ て 決め られ る放出率プロ フ

ァ イル にもとつ い て 、モ デ ル 大 気 中に放出され るe 火 山灰の 総

放 出量 は、噴煙 頂 高 度 お よび 継 続 時 間 によっ て 決 められ る。

3 ．数値実験

　2011 年 1 月 26−27 日 の 噴火 当 時 の 気 象場を再 現す るた め

に 、気象庁 メソ客観解析値を初期値
・
境．界値 とす る水 平解 像

度 5　km （外 モ デル 〉の 数 値 実験 を行 い 、こ の 結 果 を初 期 値 ・境
界値として、水平 解像度 1   （内モ デノレ）の 降灰再現実験を

行 っ た．内モ デル の 計算領域 は 新燃岳を 中心 とす る 400km

四 方 とし、26 日 9 時 か ら27 日 21 時〔JST）まで の 時問 帯で 延 べ

75 時聞 の 数 値 積 分 を行 っ た。噴煙 の 目視お よび レ
ー

ダ
ー

観

測 か ら推定される噴煙頂高度の 時閔変化 （新 堀 ほ か ，P226，
2012 年度春季 大 会）を予 め噴煙柱モ デル に 与 えることで、火

山灰放出量 の 時 間変化 を表 現 した。

4 ．結果とまとめ

　数 値 実験 か ら得 られ た 降灰 分 布 （Fig．1破線）は、降灰 主軸

（新燃 岳 一鵜 戸 崎 ）お よび 、その 北 側 で等値線 が密、南側 で

疎 とい う実際の 分 布特性（Fig．1 白線 ，
　Furukawa，2011）をよく

再現して い た．Figure　2 は、降灰 量 に対する粒 径 別 火 」］灰 の

寄与を表 して い る．最も小 さい Class　II（Fig．2b）は降灰 主軸

の 南側 の 降灰 に 対 す る寄与が 大きい 。より粒径の 大きい Class
III（Fig2c）は火 口 か ら30   前後まで は南側．30　km 以遠

で は 北側 に 分布 して い た。最も粒 径 の 大 きい C且ass　Iv （Fig．
2d）は、火 口か ら約 30　km 以 内の 降灰 主 軸 上 また は 北側 に

分布 して い た。2011年 i 月 26・27 日の 噴火 当 時、対 流 圏 上 部

で は偏 西 風 が 卓越 し、地 上 付 近 で は 北 西 季節 風 が 卓越 して

い た。数値実験 の 結果に よる と、上 層 で 放出され た 小 粒径 の

火 山灰 （C旦ass 　IJ） は 落 下速 度 が小 さく滞 留 時 間 が長 い ため、
偏 西 風 に乗 っ て 海上 まで 流され 陸上 に 降下 しない

一
方で 、下

層 で 放 出 され た 小 粒 子 は 北西 季節風 に 乗っ て 降灰 主 軸南側

に 広 く降下 した e 大 粒子 （Class　III，　IV）は 落 下 速度が 大きく滞

留 時間 が短 い た め、上 層 で 放 出 され たもの は偏 西風 の 影響を

受 けつ つ 陸上 （降灰 主 軸 北 側 ）に 降下 する
一

方、下 層で 放 出

されたもの は 北西風 の 影響を受けつ つ 火 口 近く（降灰主軸南

側）に降下 してい た。発表当 日は、　Hashimoto　et　a1．（2012）を

もとに、定式 化手 法 や 今後の 課 題 も含 めて 議 論 す るp
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Fig．1．Shade 　scale 　and 　dotted　black　centours 　show 　the　tephra

deposit　 accumulated 　from　gJST　 on 　26th　to　21JST　 on 　27th
January　i1　the　simulation ．　The 　white 　contours 　which 　trace　the
isopach　contours 　in　Funlkawa （2011 ）show 　the　observation

result．　Foしrr　 contours 　in　each 　 result 　indicate　10，3，1，　 and 　O，l
kg　m

−2
，　respectiveiy ，　from　near 　the　volcano ．
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Fig．2．　The　simulation 　results 　of　tephra　deposit　in　the　unit 　of

kg　m
−2

　with 　respect 　to （a）the　total（same 　as　Fig．1），　and 　the

components 　of （b）olass 　II（10．0 く D く 422 μ皿 ），（c）class　III

（237pm く D く 1．54　mm ），　and （d）class　IV （154 ＜ D ＜ 10．O
mm ）．　The　contribuIion 　 of 　ciass 　I （10，0 ＜ D く 42，2 μm ）is
neghgib 正e，　Broken 　l孟ne 　is　the　tephra　farl　axis ．　Brokcn　circlじs

indicate　30一  and 　60一  range 丘om 　Mt ．　Shi  oe −dake．
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